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① 天童市に移り住み、その後、

転勤等で各地を転々とした後、天

童に戻ってきて生活をし、改めて

天童市の良さを実感しています。 

一部の都市部を除いて、少子・

高齢化、人口減少が大きな課題と

なっている中、令和１０年に天童

市の人口７万人を目指して、長期

展望に立ち、人口増加ビジョンを

策定すべきと考えます。 

天童には、以下のような利点が

あると思います。 

(1) 四方八方を山で囲まれ、緑が

多く、四季がはっきりしている。

平地も多く、比較的雪が少ないな

ど、自然環境が良い。 

(2) 高速道路の充実・空港への短

時間移動などにより、アクセスが

良い。 

(3) 広大で平坦な地域が多く、豊

富な農産物と広大な農地がある。 

(4) 地震や台風などの自然災害が

極めて少ない。  

(5) 企業が多く、豊かな人材がい

る。 

これらの利点を活かしながら、

今後８千人を増やすため、以下の

ようなまちづくりを進めてはいか

がでしょうか。 

(1) 広大な土地を数箇所住宅地と

して開発する。 

(2) 居住者は、海外の人も含め、

基本的にＩターン・Ｕターンに来

てもらう。 

(3) 移住の年齢層は、２０歳代か

ら５０歳代の若手を中心とする。

市長公室 これまで本市では、まちづくり

の指針となる総合計画を策定し、

改定を重ねてきました。過去の総

合計画では、人口目標７万人を掲

げた時代もありましたが、現在の

第七次天童市総合計画での人口

目標は、令和６年（２０２４年）

で６万２千人を維持するとして

いるところです。 

 日本全体が人口減少の状況に

あるほか、地方においては、東京

一極集中と言われる首都圏への

転出超過が依然として続いてお

り、このような大きな社会の流れ

の中にあっては、本市の人口を増

加させていくことは非常に難し

いと思われます。企業誘致も含め

た産業の活性化や子育て支援を

はじめとする福祉の充実、小中学

校における地域学習や進学にお

ける支援といった教育面におけ

る取組など、一つの施策だけでな

く、幅広い分野において総合的な

まちづくりをしていく必要があ

ります。いただいた御意見等を参

考にしながら、より一層、魅力的

なまちづくりとなるよう取り組

んでいきたいと考えています。 

 本市は、効率的、効果的まちづ

くりができるまちであり、スマー

トインターチェンジの整備や、モ

ンテディオ山形のスタジアム建

設などにより、より一層、魅力を

高められるものと考えています。

また、周辺集落の人口減少などの

課題もあるため、バランスを考慮
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豊かな農地を生かし、農業従事者

や起業家を大歓迎する。 

(4) 居住者には、農地、せめて家

庭菜園ができるような農地を提供

するとともに、農業従事者にはメ

リットのある対応を考える。 

(5) 企業立地の強化を図る。 

天童市はまだまだ伸びしろがあ

ると思いますので、市民・産業等

が一丸となって推進できるビジョ

ン策定ができたらと考えます。 

し、地域コミュニティを守りなが

らまちづくりをしていく必要が

あると思います。皆様とともに、

明るい未来をひらいていけるよ

う、まちづくりをすすめていきま

すので、御理解と御協力をお願い

します。 

② 成生第二児童クラブについ

て、床のゆがみ、玄関からの雨風

の侵入などの問題に対し、速やか

に改修していただき感謝申し上げ

ます。 

プレハブ型の成生第二児童クラ

ブは、温度・衛生面・防犯面、子

どもたちが安全・安心に生活でき

る環境ではない状況であることか

ら、リース期間終了後に新たな施

設整備をしてほしい旨の要望書

を、平成３１年３月２８日に提出

させていただきました。また、先

日９月１７日には、夏の温度調査

の結果を子育て支援課に提出しま

した。子どもたちが生活する室内

は、午前１０時３０分から２８度

以上となり、午後４時３０分まで

継続していました。 

当要望の進捗状況について教え

ていただければと思います。 

子育て支援

課 

成生第二児童クラブについて

は、入所児童数の増加を受け、成

生児童クラブ協会と協議のうえ、

ユニットハウスを活用して平成

２９年４月に開所しました。現在

のユニットハウスは、以前のプレ

ハブよりも性能が良くなってい

ることから導入した経過があり

ますが、生活の場として十分でな

い点も見られたため、そのような

点についてはその都度対応して

いるところです。 

このユニットハウスは、リース

期間である令和４年２月までは

使用し、その後については、成生

小学校の児童数及び成生児童ク

ラブへの入所児童数を見極め、建

て替えを含めてさまざまな方法

について検討したいと考えてい

ます。 

共働き世帯が増え、放課後に子

どもたちが遊んだり勉強したり

する場所を適切に確保すること

は必要であると十分認識してい

ますので、御理解願います。 
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③ 昨年の成生まちづくり懇談会

で、老人クラブ補助金申請につい

て提言をさせていただきました。

昨年までは老人クラブの活動費の

補助金３万円の申請のために、市

役所に２回行き、１１枚の書類を

作成しましたが、おかげさまで、

今年はスムーズに申請をすること

ができました。ありがとうござい

ました。 

高齢者が病院や介護に頼らず、

健康で過ごすために、市民憲章で

は「仲間づくりをすすめましょう」

と言っていますが、高齢者を老人

クラブに誘っても、「デイサービス

に行くから」などと言って仲間づ

くりに参加しません。 

私たちの老人クラブでは、仲間

づくりのため、これまでの事業を

見直し、町内会長や公民館長の協

力を得て、新たに麻雀教室とレコ

ードコンサートの２つの事業を実

施することにしました。しかし、

麻雀教室の開催について、町内会

長の許可を得て回覧板で広報を図

ったら、嘱託員からなぜそのよう

な回覧をしなければならないのだ

と叱られたり、農繁期は忙しいの

で、農閑期にレコードコンサート

を開催しようと思っても、冬期間

はレコードコンサートの出張を行

っていないということもありまし

た。 

 老人クラブのみならず、婦人会

も弱体化しています。高齢者教室

を実施する記事を館報に掲載して

社会福祉課 高齢者の皆様には、健康づくり

や生きがいづくり、介護予防等の

ために、いきいきサロン、高齢者

教室、老人クラブなどの様々な機

会を御利用いただき、元気な老後

を楽しんで頂きたいと考えてい

ます。御指摘のように老人クラブ

については、どの地区も減少傾向

にありますが、地区の広報紙や市

報等で、老人クラブでの活動をお

知らせする広報活動など、行政と

して出来うる働きかけを行って

いきたいと思います。 

いきいきサロン等は、保険給付

課からの委託を受け、市社会福祉

協議会が各地域社会福祉協議会

や町内会などの実施団体に助成

して、その実施団体が高齢者の居

場所づくりや介護予防に取り組

むものです。高齢者の皆さんは、

希望する内容の時に自由に参加

することができます。 

 一方、老人クラブは、地域の高

齢者が仲間づくりや健康づくり、

社会参加などを目的として自ら

組織する団体で、目的に沿った事

業の計画をたて、自ら運営するも

のとなっており、役員の方への負

担も大きくなっています。市では

その目的遂行のために補助金等

を交付し、活動を支えています

が、老人クラブの運営自体が高齢

者の重荷にならないよう、楽しみ

ながら活動していただきたいと

考えています。 

 また、主な活動の場所である公
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もらっても、館報は高齢者はあま

り見ません。活動の中心となる人

がおらず連絡方法もないことか

ら、公民館にも関わってもらうな

どお願いできないでしょうか。 

民館と連携したり、活動内容に応

じて、講師として市職員を派遣し

たりできるので、その際は相談し

ていただきたいと思います。 

④ 市長から、住みよさランキン

グとふるさと納税の話がありまし

た。この中で、新たな指標となっ

た人口当たりの交通事故件数が高

いことが、指標を下げているとい

う話がありましたが、なぜ、天童

市は道路もいいのにこんなにも事

故発生件数が多いのでしょうか。

驚いているところです。 

市長公室 住みよさランキングは、東洋経

済新報社が独自の指標に基づき

算出しています。今年度指標が大

幅に変更され、本市の順位は結果

的に全国では昨年度の３４位か

ら１２５位に、県内では昨年度の

１位から３位にランクが下がり

ました。ランキングが変動した要

因としては、安心度の指標で順位

を下げたことが考えられます。安

心度では、新たな指標となった人

口当たりの交通事故件数が高い

ことで、順位を下げた一つの要因

と思われます。これらの指標につ

いては、まちづくりの一つの道標

として、参考にしていきたいと考

えています。 

 交通事故については、市内で発

生した事故件数であり、市民以外

の事故も含まれます。本市が交通

の要衝であり、国道１３号をはじ

めとしてかなりの台数の車が通

ることから、事故発生件数が高く

なっている状況にあります。減少

傾向にはありますが、県内では非

常に高いので、今後一層の取組を

進めていく必要があると考えて

います。 

 ふるさと納税については、県内

では寒河江市や米沢市に水を空

けられていましたが、国の制度変
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更が示された今年４月以降は１

位となっている状況です。適正で

きちんとした本市のブランドを

全国に発信できるような仕組み

のもとに、今後も頑張っていきま

す。 

⑤ 提言①の産業団地の話の際

に、企業誘致が県内の移動に使わ

れており、今後は県外からの企業

を誘致していきたいという話があ

りました。企業の移転に関しては、

会社の活性化のため、あるいは利

便度のために移転したいという会

社もあると思われるので、天童市

の産業発展のためにも、県外の企

業に限らず、県内の市町村からの

移転があってもいいと思います

が、いかがでしょうか。 

 

産業立地室 近年整備してきた荒谷西工業

団地や天童インター産業団地に

つきましては、市内企業を含む多

くの県内外の企業から立地して

いただいているところです。 

 現在整備を進めている山口西

工業団地につきましては、新たな

雇用を生み、山形県全体の地域活

性化を生み出すためにも、県内企

業はもとより、県外企業も含めて

誘致を図ってまいります。 

 なお、分譲する区画につきまし

ては、小規模に分割せずに一定の

大きさを確保して誘致してまい

ります。 

 


